
科目名 時間数 開講年次

専門分野 老年看護 ４０時間 1年後期

科目目標 ・老年期の加齢に伴う変化や健康障害を持つ老年の特徴を理解できる。

　 ・疾病や発達段階に応じた日常生活の援助と診療の補助について理解できる。

　

時間 教育方法 備考

1.高齢者（老年期）とはなにか 4(1) 講義 1時間は

　　Ⅰ.高齢者とからだ 専任教員

　　Ⅱ.高齢者の心理的・精神的特徴

　　Ⅲ.高齢者と社会

　　Ⅳ.総合的な高齢者の理解

2.高齢社会の医療と看護 5(1) 講義 1時間は

　　Ⅰ.少子・高齢社会の理解 専任教員

　　Ⅱ.高齢者の健康問題

　　Ⅲ.高齢者に対する保健・医療・福祉の現状と2025年に向けた改革

　　Ⅳ.高齢者看護の機能と役割
　　Ⅴ.変化する高齢者看護の場

３.高齢者看護の原則 4 講義

　　Ⅰ.高齢者の特性を踏まえた看護の視点

　　Ⅱ.高齢者の特性を踏まえた看護の場

16 講義

　　Ⅰ.日常生活の自立に対する援助 （2） 演習 高齢者体験

　　Ⅱ.日常生活における援助技術 スーツ着用

　　Ⅲ.検査・治療に伴う高齢者の看護

　　　　　　　
５．高齢者に多い疾患と看護 6 講義

　　Ⅰ.認知症

　　Ⅱ.うつ状態

　　Ⅲ.骨粗鬆症

　　Ⅳ.変形性膝関節症、脊椎管狭窄症

　　Ⅴ.大腿骨頸部骨折

　　Ⅵ.高齢者に多い慢性疾患

　　Ⅶ.悪性腫瘍（がん）
　　Ⅷ.感染症

◎終講試験　解説 2

◎集中講義 まとめ　2年次 3(1) 講義 1時間は
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